
表 14 90日間亜急性毒性試験 (イ ヌ)で認められた毒性所見
投与群 雄 雌

300/1,000

mgなg体重/日
呼吸異常 (呼吸促迫、喘鳴、腹式呼

吸、呼吸困難等)
Hb及び Ht減少
肺動脈及び細動脈壁肥厚

属」昨挙ラヽ1人帯争細月包2と月包化

・BUN減少
・月千絶対重量増加及び腎
・月ヽ葉中心′l■月干糸剛包月巴大

100 1nag/1kg体 重/日

以上

・Glu増力日
・肺比重量増加

・体重増加抑制
。呼吸異常
・ lill中 カルシウム減少
・肺比重量増加
・肺動脈及び細動脈壁肥
・副腎束状帯細胞空胞化
・小葉中間帯肝細胞空胞
・腎近位尿細管褐色色素

10 1ng/1tg千本重/日

以下

毒性所見なし 毒性所見なし

12 慢性毒性試験及び発がん性試験
(1)1年間慢性毒性試験 (イ ヌ)
ビーグル大 (―群雌雄各 4匹)を用いたカプセル経口 (原体 :0、 15、 う、20及
び80 mg/kg体 重/日 )投与による 1年間1曼性毒性試験が実施された。
80 mgム g体重/日 投与群の雌雄でMCH減少、雄で Glu増加、雌でPLT増加及‐lb
肝比重量増加が認められた。病理組織学的検査については、投与に関連した変化は

認められなかった。

本試験において、80 mgなg体重/日 投与群の雌雄でMCH減少等が認められたの
で、無毒性量は雌雄とも20 mgなg体重/日 であると考えられた。 (参 1132)

(2)2年間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット)
SDラ ット(―群雌雄各 50匹)を用いた混餌 (原体 :0、 30、 100、 500及び 1,000
pplll:平均検体摂取量は表 15参照)投与による2年間慢性毒性/発がんlti併合試験
が実施された。

表 15 2年間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット)の平均検体摂取量
投与群 30 ppm 100 ppm 500 ppm 1,000 ppnr

平均検体摂取量

(mgな g体重/日 )

雄 101 171 343

雌 123 410 211 428

各投与群で認められた毒性所見は表 16に示されている。

腫瘍性病変については、対照群と比べて統計学的有意差の認められるものはなか

った。

本試験において、500 ppm以 上投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたので、

無毒性量は雌玄tと も 100 ppm(雄 :3 40 mgなg体重/日 、雌 :410 mgな g体重/日 )
であると考えられた。発がん性は認められなかった。 (参照 33)

表 16 2年間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット)で認められた毒性所見
投与群 雄 雌

1,000 ppm 。自発運動量増カロ

・Ht、 Hb及び RBC減少
・精巣比重量増加

・自発運動量増加
・立ち上がり頻度増カロ

500 ppm 4-L ・体重増加抑制
・肝絶対重量減少

・体重増加抑制
・膊褐色色素沈着

1001111m以 | 毒性〕千見なし 毒性所見なし

(3)18カ 月間発がん性試験 (マウス)
ICRマ ウス 1‐群雌雄各 52匹)を用いた混餌 (原体 :0、 15、 50、 1,000及 び
2,500 ppm:平 均検体摂取量は表 17参照)投与による18カ月間発がん性試験が実
施された。

表 17 18カ 月開発がん性試験 (マウス)の平均検体摂取量
J曼 1チ :羊 15 ppm 50 ppm 1,000 ppm 2,500 ppnr

本J畏月1量

体重,日 )

雄 157

雌

2,500 ppm投 :テ群の雌で肝及び腎比重量増加、1,OoO ppm投 与群の雌雄で体重増

加抑市」が認めら|した。2,500 ppm投 与群の雄で精巣比重量の増加が認められたが、
対照群のデータが低かつたために有意差が認められたものであり、偶発的であると

考えられた。

腫瘍性病変については、対照群と比べて統計学的有意差の認められたものはなか

った。

本試験において、1,000 ppm以上投与群の雌雄で体重増カロ抑制が認められたので、

無毒性量は雌雄 Lも 50 ppm(雄 :5 04 mglkg体 重/日 、雌 :478 mg/1tg体 重/日 )
であると考えC)れた。発がん性は認められなかつた。 (参照 34)

3 生殖発生毒性試験
(¬ )2世代繁殖試験 (ラ ツト)
SDラ ット(― 詳雌雄各 24匹)を用いた混餌 (原体 :0、 40、 200及び 1,00o ppm:

平均検体摂取量は表 18参照)投与による2世代繁殖試験が実施された。



表 18 2世代繁殖試験 (ラ ット)の平均検体摂取量
投与群 40 ppm 200 ppm 1,000 pprr

平均検体摂取量

(mげkg体重/日 )

Pは千そ
雄 13.8 | 0S.r

雌 311 157

FI LII ft

雄 170

J唯 362 183

各投与群で認められた毒性所見は表 19に示されている。

本試験において、親動物では 200 ppm以上投与群の雄で体重増加抑制等、雌でFl

巣比重量増加等が認められ、児動物では 200 ppm以 上投与群のltl雄で体重増カロ抑制
等が認められたので、無毒性量は親動物及び児動物で雌雄とも40 ppm(I'雄 :280
mg/kg体重/日 、P雌 :3 1l nlgよ g体重/日 、Fl雄 :340 mgなg体重/日 、F i llll:362
nlg/kg体 重/日 )であると考えられッた。繁殖能に対する影響は認められなかった。(参

員煮35)

表 19 2世代繁殖試験 (ラ ット)で認められた毒性所見

精巣比重量増加

毒性所見なし
・腱開口遅延

・体重増加抑市」

毒性所見なし

(2)発生毒性試験 (ラ ット)
SDラ ット (一群雌 24匹)の妊娠 6～ 19日 に強制経口 (原体 :0、 10、 50及ひ
250m♂(g体重ノ日、溶媒 ,コーン油)投与して発生毒性試験が実施された。
母動物では、250 mg/kg体 重/日 投与群で摂餌量低下、50 mgな g体重/日 |ス上投与

群で体重増加抑制が認められた。

胎児では、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかった。

本試験において、母動物では50 mgなg体重/日 以上投与群で体重増加li十」が認め

られ、胎児では毒性所見が認められなかったので、無毒性量は母動物で 1()mglltg

体重/日 、胎児で本試験の最高用量 250 mgな g体重/日 であると考えられた_胚及び

胎児致死作用並びに催奇形性は認められなかった。 (参照 36)

(3)発生毒性試験 (ウサギ)
日本白色種ウサギ (一群雌 25匹 )の妊娠 6～27日 に強制経口 (原体 :0、 15、
50及び 150 mglゞ 体重/日 、溶媒 :コーン油)投与して発生毒性試験が実施された。
最動物では、150 mg/kg体重/日 投与群で妊娠 15日 以降に体重増加抑制及び摂餌
量減少が認められた。また、死亡 1例、流産又は早産 4例が観察されたが、これら
は摂餌量の著しい減少及び体重減少に関連するものと考えられた。

胎児では、150 1ng/kg体重/日 投与群の雌で低体重が認められた。

本試験において、150 nlg/1く g体重/日投与群の母動物で体重増加抑制等、胎児で低
体重が認められ■J)で、無毒性量は母動物及び胎児で 501■■g/kg体重/日 であると考

えられた。催奇11性は認められなかったて,(参照 37)

4 遺伝毒性試験
ピリダリル (ち ,F卜)の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター
肺山来細月包 (CHI.III)を 用いたt4/L色体異常試験、チャイニーズハムスター卵巣山

来rJ胞 (CHOヽ 1(l BH4)を 用いた遺伝子突然変異試験、ラット肝細胞を用いた カ

"の
/ル2F2r2っ Ul)s試験及びマウスを用いた小核試験が実施された。

結果は表 20に示されているとおり、染色体異常試験以外は陰性であった。染色
体異常試験では、|ヽ謝活性化系存仁下で構造異常及び数的異常が認められたが、出

現頻度は 10%未■の低いものであること、細胞毒性が認められる濃度での陽性反応
であること、染こll異常を指標とするマウスを用いた小核試験の結果が陰1生である

こと、また、あ 口「り/2カ
"ι“
UDS試験でも陰性であったことから、生体において

特段問題となる1,のではないと考えられた。 (参照 38～ 42)
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表 20 遺伝毒性試験結果概要 (原体)

CHO‐ Kl・BH4糸 n月包

処理濃度・投与量

977～ 313 μg/フ
・レート(s9)

391^-1,250 μg/フ
・レート(+S9)

～80 μg/mL←S9)
②625～ 1,250 μg/mIソ (― s9)
0391～ 156● g/ml′ (s9)

940～ 300 μg/mL(S9)
20～ lo o μg/mL← S9)

(単同経口投与)

500、 1,000、 2,000 1ng/kgイ本iL
(単回経口投与)

SDラ ット (肝細胞 )
(―群雄 4匹 )
ICRマ ウス (骨髄細胞)
(―群雄 5匹 )

庄)■/S9i代 謝活性化系存在下及び非存在下

復帰突然

変異試験

も無 ω出′

"pカ

カ ばium
(TA98、 TA100、 TA1535、

Ъ 1ヽ537:楊く)
Esabω Jαリゴa cdi

(WP2″ 12・ 4ルk)

CHL/1U培養糸団包

表 21 遺伝毒性試験結果概要 (原体混在物及び代謝物)

SケPhim″″′′η
(Ttt98、 TA100、 L1535、
TA1537株 )
EのI (WP2υ r2・ 4本朱)

15～ 5,000μ ゴフレート(+/S9)

S物 力加
“
物

(1■ 9ヽ8、 1)ヽ100、 TA1537株 )
150～ 5,000 μg/フ

・レート(十ルS9)

S物 力励
"″
″ (咀 1535榊

gιαど (ヽVP2″′rAオ朱)
156-‐ 5,000 μg/フ レート(+/― S9)

010～ 1 6 nlg′mL(+/S9)

CHL/1U糸日胞           lo 40～ 16 mυ mLl■/S9)

844、 1.130、 1.500、 2000S:磁
』ゝrD  tti:檬讐1酷謂出

156‐‐5,000 μg/フ  レート(+/― S9)

156～ 5,000 μg′フレート(7‐ S9)

SケPカル″υ″υ
" (TA1535ル

長)
″coL (WP2● ŕAt朱 )

V79糸田月包

(]HL/1U細胞

1・16-5,00011g/フ  レート(+/― S9)

011～ 1 8 in″mL(+/S9)

011～ 0 45 nlg/mIッ (+/s9)

500、 1,OoO、 2,000 mg′ kg体 ]き
(単回経口投与)

①5～ 5,000 μg/フ
・レト(+/― S9)

②156～ 5,000μ ノフレート(+/S9)

ICRマ ウス 峠掃訴日胞)
(―群雄 5匹 )

S. tWhimuium
(TA98. T4100. TA1537.tt)

E.coli (WP2uqAW)

S″Pttr“υ″υ
“
(TA1535奉 )ヽ

'!D5-5,000 [s/7' ,-]. (+/-S9)

G)156‐ 5,000 1tg/フ
・レート(+/―S9)

001～ 0 1lng/mL←/S9)

ICRマ ウス け 髄糸田胞)
(―群雄 5匹 )

S yphim′ガυ″

(■ 9ヽ8、 助 1ヽ00、 TA1535、
「M1537株 )
aε泌 (WP2υ ńt朱 )

500、 1,000、 2,Ooo mg/kg体 重

(単回経口投与)

156～ 5,000μノフ
・レト(十 /―S9)

S″νカカ
"″
■7コ

(TA98、 TA100、 TA1535、

TA1537株 )

Jοoど  (ヽVP2″7‐本朱)

15～ 5,000 μg/フ
゜
レートl■/S9)

復帰突然

変異試験

復帰突然

変異試験

遺伝」
′
夫然

変異,1:強

染色Fド呉常

試験

UDS工験

復帰突然

変興試験

遺伝 T夫然
変異試験

染色‖:異常

試験

復帰突然

変異試験

遺伝子突然

変異試験

小核it験

復帰突然

変異試験

復帰突然

変異試験

S_lp■ lm υ万口"
(TA98、 TFt1537褥

S妨必励 ιttι
“
(TA100株 )

ピリダリルの代謝物 C、 」、K及び原体混在物 (I、 Ⅱ及びⅢ)の細菌を用いた
復帰突然変異試験、J、 K及び原体混在物 Iのチャイニーズハムスター肺卜白来 (V79)
細胞を用いた遺伝子突然変異試験、J及びKの CHLttU細 胞を用いた染色体異常試
験、」のラット肝細胞を用いたあガ76′墨 減笏 UDS試験並びにK及び原体混在物
Iのマウスを用いた小核試験が実施された。

結果は表 21に示されている。原体混在物 1の細菌を用いた復帰突然変異試験に
おいて、TA1535株で弱い陽性が認められている。しかし、この陽′性反応は、用量
相関性 1)再現′性も明確でなく、チャイニーズハムスター肺由来V79細胞を用いた遺
伝子突然変異試験及びマウスを用いた小核試験においても陰性であったことを考え

合わせると、生体において問題となるものではないと考えられた。

代謝物 C、 J及びKについては、細菌を用いる復帰突然変異試験をはじめ多くめ
試験が実施されてぉり、一部の菌株で陽

′性結果が認められている他、Kについては
ほ孝L類培養細胞 (CHLДU細胞)を用いる染色体異常試験においても陽|■結果が認
められている。ただし、Jにおいては、培養細胞 (V79細胞)を用いる遺伝子突然
変異試験及び 2_72ガ碗 T2r2・a UDS試験において陰性であり、Kについても培養細
月包 (V79細胞)を用いる遺伝子突然変異試験及びげっ歯類を用いる小核試験の結果
も陰性であつた。これらを総合的に考えると、代lll物に関しても生体において特段
問題となる遺伝毒性はないと考えられた。 (参照43～ 48、 76)

化系存在下



15 その他の試験
(¬ )ラ ットの内分泌系に対する影響検討試験

ラットを用いた 2世代繁殖試験[13(1)]で親動物の卵巣比重量増加及び
'p巣

間質

1泉細胞空胞化、児動物の腟開口遅延が認められた。また、ラットを用いた 9o日 間

411急性毒性試験①[11(1)]で は副腎の細胞質空胞化、90日 間亜急性毒性試験②
[11(2)]で は血中テストステロン及びエストラジオールの減少が認められた。これ

らの影響について検言寸する日的で、以下の試験が実施された。

① レポータージーンアッセイ試験
ピリダリルの各種ホルモンレセプター (エストログン、アンドログン及びlF状腺

ホルモンレセブター)に対する直接作用があるかどうか調べる目的で、1lRα、AR
及びTRαを用いたレポータージーンアッセイ試験が実施され,た :

試験結果から、本斉」の ERα、俎 及びTRα レセプターに対するアゴニスト作用及

びアンタゴニスト作用は陰性と判定された。 したがって、ピリダリルはエストロゲ
ン、アンドロゲン及び甲状腺ホルモンレセプターに対する直接作用はないと考えら

れた。 (参照 49)

② ラットの性ホルモン生合成系に対する影響検討試験
ピリダリルのステロイド合成系への影響を検討するため、初代培養ライティッヒ

細胞又は卵巣細胞を用いたラット性ホルモン生合成系に対する影響検テ1試験が実

施された。

試験結果から、ピリダリルは 3μM以上で精巣の性ホルモン生合成過程|[影響を
与え、その作用は非常に弱い 17β HSD活性阻害を介したテストステロシ合成阻害
であることが明らかとなった。アロマターゼ活性阻害は認められなかった,(参照
50)

③ ラットを用いた 4週間投与によるホルモン検討試験
SDラ ット (―群雄 8匹、雌 16匹)を用いた 4週間混餌 (原体 :0、 1(,0、 5oO、
1,000及び 2,000 ppm、 平均検体摂取量は表 22を参照)投与によるホルモ:/検討試

験が実施された。

表 22 ホルモン検討試験 (ラ ット)の平均検体摂取量
投与群 100ppm 500 ppm 1,000 ppm 2,000 1,1

平均検体摂取量

(lnngl(g体重/日 )

雄 255 〔)4 9

雌 102

雌で卵巣間質腺れ胞空胞化が認められたが、血中ホルモン (雄 :コルチコステロン

及びテストステロン、雌 :エストラジオール及びプログステロン)やその他の関連
器官には影響が記められず、内分泌系へ重篤な影響を及ぼさないと考えられた。ま

た、500 ppm以 上投与群の雄及び 1,000 ppm以 上投与群の雌で摂餌量の減少を伴

う体重増加抑制が認められた。

本試験における無毒性量は、雄で 100 ppm(55 mgなg体重/日 )、 雌で 500 ppm

(295 mg/1t8体 l1/日 )と考えられた。 (参照 51)

(2)ラ ットの脂肪酸代謝に対する影響検討試験
ラットを用いた 90日 間亜急性毒性試験②[11(2)]において、副腎及び卵巣の空
胞化並びに肺のた沫細胞及び好酸性細胞集族が認められ、脂質の代Inl阻害が疑われ

たため、月干臓、腎臓、肺、副腎及び卵巣のホモジネートにピリダリルを 10 μM(た
だし肺のみ 30卜t卜 l)と なるように添加し、脂肪酸代謝への影響を検討する試験が実

施された。

試験結果か%、 t`・ リグリルは 10卜tMで副腎ホモジネートの脂肪酸 (パルミチン酸)
代謝を阻害したが、腎臓、肝臓、肺及び卵巣のホモジネー トにおいては、パルミチ

ン酸の代謝に影■を及ぼきなかった。 (参照 52)

「呵
「
‐
一
‐
一

2,000 ppm投 与群の雌雄で肝比重量の高値、雄で前立腺 (背側葉)比重量力低値、



Ill 食品健康影響評価

参照に挙げた資料を用いて農薬「ピリダリル」の食品健康影響評価を実施した。
]4cで標識したピリダリルを用いた動物体内運命試験において、ラットに経口投与

後の血漿中濃度は単回投与 6～ 24時間後に Cmaxに達した。吸収率は 434～ 665%で
あつた。組織中の濃度は脂肪で最も高く、副腎等において比較的高濃度であった。組

織中放射能のT12は、lphe‐ 14αピリダリフレではほとんどの組織で 1～ 3日 であつたが、

ll11.0‐
14c]ピ リダリルでは[phe‐ 14c]ピ リダリルより長かつた。糞中の主要成分は親化合

物であり、主要代朝寸物はCであった。主要代謝経路は、ジクロロプロペニァレ基の開裂
であつた。主な排泄経路は糞中であったが、lpr0 14c]ピ リダリルでは呼気中から 11

～12%TAR排泄された。
はくさい、 トマト及びいちごを用いた植物体内運命試験において、ビリイリルは植
物体内ではとんど代謝を受けないものと考えられた。また、 トマト及びい |っ ごにおい
ては、可食部への移行はほとんど認められなかった。

ll l菜、果実等を用いて、ピリダリルを分析対象化合物とした作物残留試腋が実施さ

れた。最高値は、最終散布 7日 後に収穫したしそ (茎葉)の 212 mg/kgで あった。
また、だいこんの葉部では最高値で 234 mgなgが検出されたが、根部で|すほとんど
定量限界未満であり、移行性はないものと考えられた。

各種毒性試験結果から、ピリダリル投与による影響は、主に肝臓 (肝細月」肥大及び
tl細胞壊夕E)、 肺 (泡沫細胞集族、ラット)及び卿l腎 (皮質細胞空胞化)に認められ
た。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体にとつて問題となζ,遺伝毒性

|ま認められなかった。

ラット及びイヌを用いた試験で認められた肺毒性の発生 (肺動脈壁の肥厚など)に
ついては、ピリダリル投与による血管内皮への傷害性作用により、血液透i艶性が克進

したことが原因となり、水腫や浮腫が認められたと考えられた。

また、申請者は、ラットにおいて認められた肺における泡沫細胞/好酸性市]胞の集族

については、血液透過性が克進した結果、「ピリダリルあるいは代訪寸物が肺胞に浸出

し、肺胞マクロファージに貪食され、組織学的に大型の泡沫細胞として観集されるJ

と考察しているが、当専門調査会は、この現象は、高用量投与群のみに認められた反

応であり閾値が想定できること、ピリダリル等が肺胞に浸出するとの直接的な根拠は

なく、ラットは他の動物より肺の泡沫細胞等が集族しやすいこと等の理由から、他の

二次的な反応に起因する可能性があるものと考えられた。

ラットでは卵巣及び副腎の内分泌臓器に空胞化が認められたため、ホルモンレセプ

タ
=に
対する直接作用、ホルモンの生合成、性ホルモンの測定に関する試験が実施さ

れた。各種毒性試験及びメカニズム試験の結果から、性ステロイドホルモン生合成系

の阻害作用が認められたが、その作用は弱く、ピリダリルの内分泌系への影響は重篤

でないと考えられた。

2世代繁殖試験では 200 ppm以 上投与群の雌で腟開回の遅延がみられたが、繁殖成
績に本斉Jの影響は認められなかった。また、甲状腺の小型ろ胞増加が経産雌ラットで

認められたが、分娩後のラットでは、哺育期間中抑制されていた甲状腺機能が、離乳

後急速に回復することが報告されており、このような生理的な変動が、本所見の発現

頻度に影響している可能'性があると推測された。

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質はピリダリル (親化合物のみ)と し

た。

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表 23に示されている。



表 23 各試験における無毒性量及び最小毒性量

動1勿種 1  試験
投与量

kgr本重′日)

無毒1生量

(tl■なg体重/日 )
最小毒性量

(mttkg体重/日 )
備考 ●

フ ト
90日 1詢

亜急IL

毒性試験①

90日 間
亜急性

毒性試験②

(高純度品)

2年間
慢性毒|セ

発がん性

夕1合試験

一‐‐‐‐珈ぽ
‐一‐‐ぽ

0、 100、 1,000、 2,000

1)pnl

雄 :0、 556、 560、 111

1ビ[10、 645、 640、 129

雄

雌

雄 1560
雌 :640

雌雄 :|1重増加 Irp制等

0、 70、 700、 2,000、 3,500

2PJ■ ______― ―́―
雄 :0、 468、 474、 133、

233

雌 :0、 537、 555、 153、

256

雄

雌

,IF:474
1雌 :555

雌/11:体 IE増力日抑市」等

0、 30、 100、 500、 1,000

Jllll■ _________
雄 10、 101、 340、 171、

343
雌 10、 123、 410、 211
428

雄

雌

340
410

雄

雌

雌雄 :「:lL増加ltrl青 lti

(発力:ス 上は3=め ら1しな
い)

0、 4‐ 0、 200、 1,000

ppl■ __ ____
P雄 :0、 280、 138、 687
Pl雌 10311、 157、 7()1

Fl雄 :0、 340、 170、
837
Fl雌 :0(362、 183、
914

親 Fll物及び児T」l物

P雄 :280
PI雄 :311
Fl`皇 :340
Fl世t1 362

親動物及び児動物

P雄 :138
P雌 :157
F14皇 1170
Fl雌 183

親動物 :

雄 :体車1曽加抑制等

雌 :卵巣りと重量増■等

児動物

雌雄 :体 Jll曽 jll抑押|

(繁殖市」,「 対する影響は

認めらオt ltい )

0、 10、 50、 250 母動物 :10

月台

'こ

:250
母動物 :50

胎児 :―
母動物 :,l lL増珈中「lt

胎児 :毒 ■所見なし

(催奇形旺は認められ4
い)

18カ 月間

発がん性

試験

マウス
|

|

|

0、 15、 50、 1,000、 2,500

pl)lll

雄
`0、
157、 504、 103

267

雌 : 0、 146、 478、 99、

264

雄

雌

4Li 103

雌 :99
雌雄 :体 童増加抑制

(発がん■は認めら才lな

い)

発生毒性

試験

ウサギ|

|

|

15、 50、 150 母ll物 150

月合児 i50
母動物 :150

月台,■ : 150

母動物 :「卜重増力Πjll古」等

胎児 :lll i卜重

(催奇形■は認められな

い)

イヌ 1 90日 間
1 亜急性

暉

0、 10、 100、 300/1,000 雄 10

雌 : lo
雄 |

lll i

雄 :Glu ll珈 等
llE:体「i増加 ll市」等

0、 15、 5、 20、 80 雄

雌

雄 180

雌 :80
雌雄 :卜It〕H減少等

食品安全委員会11 各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた 2世代繁殖試験の

280 mgな g体重/日 であつたので、これを根拠として、安全係数 100で除した 0028

mg/kg体重/日 をABIと 設定した。

´ゝD1                  0028111d峰 イ本重/日

(m)1設定根拠資料) 繁殖試験
(動 |り種)        ラット
(期間)        2世 代

(投 手方法)      混lll投与
(無 it性量)      2 80 mg7kg体 重/日
(安 i係数)     loo

1)備考に最小毒性員で認められた所見の概要を示した。
一 :最小毒性量が設定できなかった.



<別紙 1:代謝物/分解物/原体混在物略称>
・イ1こ謝4り′

化学名

2‐ [3‐ [2,6‐ ジクロロ‐4‐ [(3,3ジクロロアリルオキシ]フ I

プロポキシ]‐ 5‐ (ト リフルオロメチノ1/13‐ ピリジノール

il,5' ) t v F -.1" [3-(5' F 1) z tvt w ] f tv-Z- C, ) a,t.-'r11

lvif*'27 - ) *tv
2[3(2,6ジクロロ‐4‐メトキシフェノキシ)プロポキシ]ぅ

(ト リフルオロメチノ

"ピ
リジン

2'13,5'r, r: r:-4-[3'(5' r \ TDl s ]1-)v-z'€t)
pfr*:zlz-- ,/ +->\bFN*

3[2,6ジ クロロ 4‐ (3,3ジ クロロプロップ 2‐ェニロキ

フェノキシ〕‐プロパノール

3[2,6‐ ジクロロ‐4‐ (3,3ジ クロロ2プ ロペニル)オキシ|

フェノール

3'(5- F , 7 /v;trt / f )v-2-x't) )u*')z)lst:) *t
8(5ト リフルオロメチルー2ピ ツジ■キシつプロピオンに

5ト リフルオロメチル‐2ヒ ドロキシピリジン

5ト リフルオロメチル 3ヒ ドロキシ 2ピ リドン

5ト リフルオロメチルⅣメチツレ2ビ リドン

5'11) 7tv*rt/7/v'3' L f-urr:; N/7)v-2-t, I

ノキシ]

F

(1

H

HPHM

S1812P■ T

DCIITvI

S‐ 1812‐ Py‐OII

S1812‐ DP

S1812‐ DP lvle

S1812‐ Ph

CH2COOH

N‐ mctlvl‐ HTFP

N‐ mcthyl‐ HPDO

<別紙 2:検査値等L6称 >

lL i k尿素窒素

γ′ルタミル トランスフェラーゼ

「
'γ グルタミルトランスペプチダーゼ

グ |:´コー ス (血糖 )

グロビン (血色素量)

′`ヽ イトクリット値

+■致死濃度

r京致死量

平■り赤血球血色素量

平|り赤血球容積

再再
「
さ使用から収穫までの日数

維|■理 (投与)放射能

I,t.:j V77 e-,)V

総残留放射能

H]lt腺ホルモンレセプターα

17,‐ ヒドロキシステロイドデヒドログナーゼ

アルブミン/グロブリン比

有 ll成分量 (act市e ingredient)

ア)ド ログンレセプター

原体混在物

略称

卜板数



く別■(3:作物残留試験成績> 作物名

〔栽培形態](分析 :11

実施年度

葉ねぎ
〔露地應 葉)
2000年度

イ乍1カ名

l栽培形態](分析部位)

実施年度

試験

□場数

使用量

(g aJlぅa)
嗽
③

PIII

(日 )

残留値 lllg/li-r r

最高値 ]●
=ll

だいず

[露地](乾燥子実)
20()3年度

2 150‐  180
2
2
2

′

‐４

２‐

0、 ,1'
002★
()1)1'

だいず

[露地l(乾燥了実)
2006年度

７

１４

２‐

く001
く001
く001

く('01
くて,01
くo01

|ずオlし しヽょ

[露地](塊茎)
20051「 it

2
2
2

７

１４

く001
く0()]

|    さとい 1,
l   l露 ltl](塊 茎)
1      20(,5L′ l.

2
14

く001
く001

く(,01
く(,01

かんしょ

[露地](塊根
20()51「 It

2

一　

７

１４

く0()1
く001

く001
く0()]

だしヽこん

[露地](llk部
2000イ 1責

2

001
002
く001
く001

丁1,「
01,1'
(001
く(,(11

だいこん

[露地](集剖う

20004り丈

2

2面
23′ 1
157
()75

２

６
Ｆ

ｌ

ヽ
■

１
０

０

はくさい

[露地 |(客葉)
2000イ |・ lll

７

】

２‐

01S
O ]0☆
010'

キキ ミ́ッ

[露 llll(葉球)
2000年度

2 2 7 004 0て ,3

チンケンサイ

脇:設 I(■共)
2004年度

2 150-200

プロッニリ ー

〔露1也 (花苦)
2003イ I「「モ

2 14
21

レタス

[施設](茎葉)
2000イ ll●

2

‘
‐４

７

１４

”

040
172
105

リーフレクス

[露地](茎葉)
2003年度

2 80-150
７

１４

２‐

31)l
191
070よ

リーフレタス

[露地J(茎葉)
2004■

'文

７

１４

２‐

■

２

８

食用ぎく

[施設1(花 )
2005`F√寛

2 ７

‐４
216
0・ 12

きく (葉 )
[施設](葉 )
2005年度

2 14 273 185

ししとう
[施設](果実)
2003年度
きゅうり
レL設1(果実)
20054F度

)

試験

圃場数

使用量

(ga■/ha)
嗽
０

PIII

(日 )

残留値(llngkθ

最高値 平均値

2 100

り
７
１４
３
７
ロ

091
051
181
111
076

056
036
106
092
057

′
‐４
３
７
】

066
019
125
053
044

047
017
082
040
032

200-400
135
く001
く001

７‐

０

０

〇

一

く０

225^‐ 300
2
2
2

0129
039
033
021

025
020
016

200^-300

200-202
020
010
025
020
010

250‐‐285

150-300
１

７

１４

20o^‐ 300

２‐

０‐

０‐

０

〇

一

0 16
001★
く001

2 150^´ 400

2 200～230

2 150ヽ 200

2

１

７

１４

174
157
108

]32
110
081

2 150^´ 250

128
140
091
168
144

091
062
133
120
098

に酢 :

1   肪L設 ](さ や)
1   2005年度 __
さやいんげん

随設l(さ や)
2006年度

いちご
[施設](果実)
200011涅毎

きまめ



作物名

〔栽培形態](分析部●
実施年度

試験

圃場数

使用量

(g ai′ ha)

回数

(回 )

PHI

(日 )

残留値(mg′kυ

最高値 ■均値

しそ

施設](茎葉)

2004年度
2

７

１４

１

８

８

６

しそ
[花穂](花 )
2005年度

2

７

１４

２‐

/、ランル

[施設](茎葉)
2005年度

2
７

１４

122
472

<別紙 4:推定摂取量>

残留値

(mg/kg)

国民平均 小児 (lt6歳 ) 夕1婦
高齢者

(65歳 以上)
″

“
摂取量 ∬

敏
摂取量
(“ t7″0

∬
嗽

摂取量 ∬
ｍ

摂取量

(L■ノノゞF'

大豆 112 337 455 118
大根類 (根 ) 187 585

大根類 (葉 ) 142  1   22 312 071

は くさし 018 529 103 317 5 71

キャベツ 228

チンケ
・ンサイ 416 14 582 03 125 1

ッコリー 05 225 4マ 41

レクス 833 61 508 64 350
その他の

きく科野菜
216 04 01 022 05 151

れ,き 113 1198 ■77 82 869 135 143]

アス′ヾチカ
・ス 07] 09 03 021 028 07

トマト 124 243 3013 2096 24 rl 3038 2344
ピーマ) 054 4 4 19 37

なす 034 | 031 33 112 57 194
その他の

なす千1野菜
178 1  012 036 01 018 01

きゅうり 163 ３‐

一　

３９

1 266
未成熟

えんどう
02 07 1 36 1 16

枷″
072 l 9 137 086

えたまめ 132 01 013 01 013 01 013 01 013
いちこ 133 03 053 01 013
そのイ也のハア・ 187 01 187 01 187 01 187 01 187

合計 12481 6001 1161 1093
による各試験区のう の

15に定量限界未満を含むデ
し、☆印を付した。

-15に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量l・P界値を検出したものとし〔計算
し、☆印を付した。
すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。

靱 J1111〔 iS章県民焉討II;堪翼I』鷲響暑貫卵狙たけ畦
の言「算はしてt ない。

「
ζirをF各再嫡

1窒 Fモ:ソぶξ綬紹[鶴げ見キ運橿』ξt騒臥冷
『ねぎ』につい●11、 葉ねぎ及び根深ねぎのうち残留値の高い夫ねぎの値を用いた。
『 トマト』には トマト及びミニトマトのうち残留値の高いミニトマトの値を用いた。
・『その他のなす|II予菜』については、とうがらし及びししとうのうち、残留値の高いとうがらしの

『未成熟イングン』には、さやいんげんの残留値を用い
値を用いた。
『未成熟えんどうJには、さやえんどう

『その他のハー:′ Jについては、しそ (茎葉)、 しそ (花穂)
(茎葉)の値を11.ヽた。



<参照 >                                                      24 ピリダリル原体況仁1勿 Ⅱのラットにおける急性経口毒性試験 :住友化学工業 (株 )、 2002

1 農薬抄録ビリダリル (殺虫剤):住友化学工業 (株 )、 2003年、一部公表                         年、未公表

(URI,:httpソ /、vww acis famic gojp/syourOku/pyridaし Vindcx html)                         25 ピリダリル原体況|:L llJⅢ のラットにおける急性経口毒性試験 :住友化学工業 (株 )、 2002

2 ビッダリルのラットに対する高用量および低用量の単回経日投与における体内
`Fイ

「 とイヽ謝                 年、未公表

試験 (GLP対応):PTRL West,Inc(米 )、 PTRL East,Inc(米 )、 2002(1、 未公表               26 ピリダリルのウサギにおける一次H艮刺激性試験 (Gl,P対 応)i COvance Iソ aboratOries,Inc

3 ビリダリァレのラットにおける薬物動態 (GLP対応):PTRL East,Inc(米 )、 2oo2イ「 、                   (米 )、 1999年、 公ヽ表
未公表                                                     27 ビリグリルのウサ■における一次皮膚中」激性試験 (GLP対応):Covancc LaboratOries,II、 c

4 ビリダリルのラットにおける組織内分布 (GLP対応):PTRI,West,Inc(米)、 JPl｀IRL East,                  (米 )、 1999年、本公表
11lc(米 )、 2002年、未公表                                            28 ピリグリノしのモル t,′ 卜における皮膚感作性試験 (Maxl■lizatiOn法)(CLP対 応):住友
5 1='リ ダリルのラットにおけるll l汁排泄 (GLP対 応)I PTRL West,[nc(米 )、 1メ

.RI,East,                  化学工業 (株 )、 ■.1)2年、未公表
inc(和 、2002年、未公表                                           29 ビリダリル原体″),ッ トにおける90日 間亜急性経コ毒性試験 (GI′ 1)丼 j応):(財 )残留農
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